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なぜ「今」地域交通なのか －まだ走っている今だからこそできること
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提供：近畿日本鉄道（近鉄）

提供：奈良交通

出典：奈良近鉄タクシーホームページ

提供：西日本旅客鉄道（JR西日本）

地域交通は、止まってから考えるものではなく、
“まだ動いているうち”に考えるもの。



交通は「突然」なくならない
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廃線や減便はニュースになるが、何年も前からその兆候は数字に。

今はまだ走っている、まだ使えている。
しかし、それは「安心」ではなく「猶予期間」。

出典：広島市ホームページ

＜JR西日本 芸備線＞

出典：JR西日本資料

＜バス路線廃止（大阪）＞ ＜バスの路線廃止（長野）＞

出典：富田林市ホームページ

出典：富田林市、太子町、河南町及び千早赤阪村
地域公共交通活性化協議会資料

出典：アルピコ交通（株）ホームページ

出典：長野市ホームページ



今は「選択できる分岐点」
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今なら、沿線活性化、需要喚起、交通手段の組合せなどできることは多数。
しかし、後になってからでは、「廃止」、「代替」に選択肢が限られる。

今日のテーマは「どう延命するか」ではなく「どう価値をつくるか」。

奈良県地域交通改善協議会での議論開始（R7.2～） ノッカルおくうだ（宇陀市） くまがしmobi（平群町）

近鉄吉野線 沿線活性化 ならSLOW＆LOOP

出典：国土交通省


